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いわきを辿
たど

る！

市内随一の浴客でにぎわいを見せた勿来海水浴場
＝昭和30年、小宅幸一さん提供

■掲載は旧14市町村の五十音順

港で網の手入れをする漁業
関係者=小浜漁港

度
。だ

が
、
海
水
浴
場
と
は
別
に
、

こ
れ
ま
で
に
は
歴
史
的
に
評
価
の

あ
る
「
勿
来
の
関
」
の
名
の
下
、

勿
来
ま
つ
り
、
四
十
数
年
前
に
は

勿
来
青
年
会
議
所
に
よ
る
武
者
行

列
な
ど
も
展
開
。
当
時
、
同
会
議

所
の
理
事
長
も
務
め
た
山
下
知

昭
さ
ん
は
、「
地
域
の
活
性
化
の

一
環
と
し
て
十
年
間
ぐ
ら
い
や
っ

た
。
実
際
の
行
列
は
四
回
ぐ
ら
い

だ
っ
た
か
な
。
で
も
、
経
済
的
な

問
題
も
あ
っ
て
ね
…
」
と
、
当
時

を
振
り
返
る
。

と
こ
ろ
で
、
市
は
同
地
区
の
将

来
に
お
け
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て
市
民
と
の
勉
強
会
を
開

い
て
い
る
が
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン

は
ま
だ
な
い
。
地
域
の
独
自
性
な

ど
を
考
え
、
次
代
を
担
う
若
者
た

ち
を
含
め
、
総
ぐ
る
み
の
ア
イ
デ

ア
も
必
要
不
可
欠
だ
ろ
う
。

勿
来
ひ
と
・
ま
ち
未
来
会
議
会

長
の
関
根
匡
さ
ん
は
、「
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
利
用
す
る
の
も

観
光
、
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
。
勿
来
を
発
着
と
し
て
宮
城
ま

で
ロ
ー
ド
を
延
ば
す
。
国
際
的
な

施
設
に
す
れ
ば
、
外
国
か
ら
の
選

手
、
客
も
訪
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
の
臨
海
ロ
ー
ド
に
な
り

ま
す
よ
」
と
、〝
一
石
二
鳥
〟
へ

の
希
望
を
語
る
。

自
然
公
園
」
に
指
定
さ
れ
、ま
た
、

勿
来
海
水
浴
場
や
小
浜
海
水
浴
場

な
ど
は
、
誘
客
、
集
客
に
一
役
買

い
、
地
域
経
済
を
潤
し
た
。

中
で
も
〝
ド
ル
箱
〟、
勿
来
海

水
浴
場
は
、
昭
和
四
十
（
一
九
六

五
）
年
か
ら
平
成
初
頭
（
一
九
八

九
）
ま
で
の
入
り
込
み
数
は
毎
年

百
万
人
を
数
え
、
市
内
随
一
の
人

出
を
誇
っ
た
。
海
の
家
も
林
立
し

た
が
、
そ
の
後
は
年
を
追
う
ご
と

激
減
。
現
在
の
人
出
は
一
万
人
程

剤
」
に
乏
し
い
の
が
勿
来
地
区
。

と
は
い
う
も
の
の
、
往
時
、
勿

来
の
関
公
園
な
ど
は
「
県
立
勿
来

総
体
的
に
は
海
、
山
、
川
あ
り

の
〝
普
通
の
街
〟。
観
光
・
誘
客

の
面
で
は
他
に
比
べ
る
と
「
起
爆

起
爆
剤
に
乏
し
い
地
区

サ
イ
ク
ロ
ー
ド
を
国
際
施
設
に

旧
勿
来
市
　=

観
光
・
漁
業
編
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フ
ァ
ミ
レ
ス
も
な
い

（下）
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いわき再発見シリーズ⓲

一
方
、
農
・
工
業
と
と
も
に
地

域
市
民
の
生
活
を
支
え
る
漁
業
。

こ
の
地
区
に
は
東
西
に
二
つ
の
漁

港
が
あ
り
、
い
わ
き
市
漁
協
小

浜
支
所
と
同
勿
来
支
所
が
存
在
。

十
四
年
前
の
東
日
本
大
震
災
後

は
、「
海
洋
の
放
射
能
汚
染
」
で

出
漁
が
か
な
わ
ず
長
期
間
、〝
船

止
め
〟
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

小
浜
支
所
で
は
、
本
格
操
業
へ

の
〝
助
走
〟
の
意
味
合
い
か
ら
固

定
式
刺
し
網
漁
、
あ
わ
び
漁
な
ど

を
行
っ
て
い
る
が
、
漁
業
者
ら
に

と
っ
て
は
不
満
の
日
々
が
続
く
。

小
浜
支
所
の
漁
業
者
は
、「
後

継
者
不
足
に
加
え
、
週
に
数
回
の

漁
で
水
揚
げ
を
し
て
い
る
が
、
い

つ
ま
で
続
く
の
か
…
」
と
、
苦
り

切
っ
て
い
る
。

市
の
南
部
、
勿
来
地
区
は
今
、

〝
岐
路
〟
に
あ
る
。
旧
五
市
を

み
る
と
、
官
公
庁
・
商
業
の
平
、

合
併
前
夜

―
旧
勿
来
市

（
出
典
・
市
資
料
な
ど
か
ら
）

1966（昭和41）年10月1日、5市4町
5村が大同合併して誕生。64年3月に常
磐・郡山地区が「新産業都市」に認定さ
れるまで、各市町村が協議会を設立して
活動したことが契機となった。面積は
1,232㎢で、市としては2003年まで国
内最大、県内の約9％を占める。工業出
荷額は例年、東北で1、2を争う。人口
は令和7年8月1日現在、31万4,038人。
1997年に中核市指定

い
わ
き
市

植
田
、
錦
、
窪
田
の
三
町
を
中
心

に
、
勿
来
市
が
生
ま
れ
た
の
は
、
昭

和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
四
月
。
人

口
は
ざ
っ
と
四
万
六
千
人
。
議
論
を

経
て
、新
庁
舎
は
錦
町
に
設
け
ら
れ
、

主
と
し
た
商
圏
は
植
田
地
区
が
担
っ

た
。終

戦
か
ら
十
年
が
過
ぎ
、
三
十
年

代
に
入
る
と
地
域
の
工
業
化
が
一
段

と
進
み
、
常
磐
炭
田
か
ら
産
出
す
る

熱
カ
ロ
リ
ー
の
低
い
炭
を
有
効
活
用

す
る
た
め
、
火
力
発
電
所
が
建
設
さ

れ
、同
三
十
二
年
か
ら
発
電
を
開
始
。

工
場
進
出
が
相
次
ぐ

そ
の
後
、
化
学
工
場
や
製
紙
工
場

が
相
次
い
で
進
出
、
操
業
を
始
め
た

も
の
だ
。

ま
た
、
同
地
方
全
体
の
産
業
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
同
三
十
七
年
に

は
市
域
の
中
央
を
流
れ
る
鮫
川
の
上

流
と
田
人
村
と
の
境
に
高
柴
ダ
ム
を

建
設
。

完
成
後
は
、
電
力
を
は
じ
め
、
工

業
用
水
、
治
水
、
灌か
ん
が
い漑
用
水
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
現
在
も
利
用
さ

れ
て
い
る
。

東
北
の
海
の
玄
関
・
大
型
施
設
の

小
名
浜
、
温
泉
街
・
レ
ジ
ャ
ー
施

設
の
湯
本
、
医
療
施
設
二
基
幹
を

持
つ
内
郷
。
だ
が
、
勿
来
は
？

常
磐
自
動
車
道
、
国
道
６
号
バ

イ
パ
ス
の
南
下
延
伸
、
そ
し
て
Ｊ

Ｒ
常
磐
線
。
こ
れ
ら「
三
大
路
線
」

が
本
格
的
に
動
け
ば
、
勿
来
は
通

過
す
る
だ
け
の
街
と
懸
念
す
る
市

民
も
少
な
く
な
い
。

「
老
若
男
女
が
集
ま
り
、
ゆ
っ

く
り
飲
食
で
き
る
フ
ァ
ミ
レ
ス
が

な
い
の
も
勿
来
だ
け
」

勿
来
地
区
に
は
、
こ
ん
な
笑
う

に
笑
え
な
い
話
も
あ
る
。（

氷
人
）

■
次
号
は
旧
久
之
浜
町
・
大
久

村=

久
之
浜
編

勿来まつりでは、武者行列も行われ、
にぎわいをみせたものだったが…＝平成4
年、いわき市提供
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